
資 料

地質図一歴史と現状＊
　（目本と諸外国の実情）

1．地質調査所における地質図

河合　正虎

は　じ　め　に

　ナウマン（E・NAUMANN）と和田維四郎とが地質調査事

業の必要なことを政府に建議し，それが実って明治11年

（1878）地理局に地質課ができた，地質調査所となった

のは明治15年（1882）である．内地の地質を組織的に解

明するため，すなわち地質図を作ることだった．初期の

頃はもちろん，現在でも地質図を描いて研究をすすめる

ものが研究報告の大部分を占める．したがって，ここで

は地質調査事業の経過をたどって地質図の概要をのべる

ことにする．

1．地質調査事業の開始

　明治12年（1879）にナウマンと和田とは地質課で地質

調査事業の計画と指導をはじめた．地質調査を予察と詳

査とに分けた．予察は縮尺1：400，000地質図，詳査は

1：200，000地質図に説明書をつけ，土性調査を加えると

した．地質詳図は内地を12年で了えようとするにあっ

た．

2．地質調査所創設期

事業は開始されたものの明治18年（1885）頃まで成果

は余り上らなかった．地質家だけでなく，すべての技術

が未熟であったのが原因である．明治17年（1884）に待

望の西山正吾の1：200，000「伊豆」図幅が公刊され，

同年1：2，000，000目本地質略図が作られてV・る．すべて

の面で未熟ではあったが，小藤文次郎（1880）の手取川

近傍の地質，ナウマン（1882）の本邦鉱山の改良法，尾

太（青森）鉱山，橋爪源太郎（1879）の伊豆国の地質・な

どの報告書が公刊された．

3．　基礎確立進展期

明治18年（1885）ナウマンに代って和田は地質詳図1

つの完成に地質家1名が年間4カ月の調査をもつことと

し，予察調査には同じ期間に前の3倍の地域を分担する
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　（標題）の講演要旨をとりまとめたものである．

ことにした．和田が所長であった明治25年（1892）まで

に地質詳図は98図のうち25図が刊行された．

　明治19年（1886）から出版された地質要報には12人の

地質家が広域地質7・構造論1・火山2のほか地下資源

12の報告をのせた．広域地質は予察調査の成果であった

が，他は臨時に要請されたものであろう．

　目清・日露の両戦役などは有用鉱物資源の探査に多く

のカを注ぐことになっている，この時期に地質詳図98図

は完了し，最末期から1：75，000地質図幅の作成がはじ

められた．この期間におげる研究は地質要報および地質

調査所報告でみると，地質および岩石（図幅を除く）

11，金属および非金属61，石油天然ガス38，炭田12，火

山地震地災21，水資源21，温泉など24，鉄道道路5，海

外地質16，海外資源19，その他6となっている．また業

務にも明治33年（1900）から油田，明治43年（1910）か

ら北海道の鉱物調査がはじまり，一時的には燐鉱・肥料

鉱物・工業原料鉱物調査なども実施された．油田調査は

大正11年（1922）までに19図（昭和19年まで全48図），

鉱物調査は同年まで34号62篇（全37号が昭和5年まで出

版），支那地質鉱物調査報告が5号，海外鉱物調査報告が

大正9年（1920）から12年（1923）まで10号24篇（昭和

6年までさらに7号9篇），工業原料用鉱物（非金属）調

査が大正10年（1921）発刊されて12年までに19号44篇

（その後14年までさらに3号4篇）が公表されている．

　これらのほか鈴木敏（1893）の豊前および筑前炭田，

大築洋之助（1817－18）の唐津炭田，中村新太郎（1913）

の常磐炭田第1区の地質図なども公にされた．

　これらをみると急速に鉱物・燃料資源の需要が増し，

その方面の要望に答えなくてはならなかったこと，海外

への進出がはじまったことなどが判る．

4。　縮尺1；400・000予察図および小縮尺編集図

予察調査は明治13年（1880）から本格的に始まり，明

治16年（1883）には琉球を除き内地が終了した．5図幅

に分かれ，明治19年（1886）東北部，20年（1887）東部，

21年（1888）中部，27年（1894）西部および西南部が公

刊された．つづいて28年（1895）から再調査された東北
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部の改訂版が明治34年（L901）に出版された．これらの

成果や地質詳図などの資料がナウマン（1887）や原田

豊吉（1888）の目本群島の地質構造論の基礎になったこ

とは疑いない．明治32年（1899）には縮尺1：LOOO，000

大目本帝国地質図の公刊をみた．翌年（1900）の地質説

明図の刊行に努力をした小川琢治（1906）は西南日本地質

構造論を発表した・資料の蓄積によって明治43年（1910）

には1：2，000，000大日本帝国地質図が，大正14年（1925）

にその改訂版，明治磁年（1911）には同縮尺の日本帝国

鉱産図が刊行された．大正元年（1912年），3年（1915），

4年（1916）には縮尺1：400，000西部・中部および西南

部の鉱産図，大正10－11年（1921－22）には1：3，000，000

応用地質図（石炭2・鉄銅各1）の編集図が刊行されて

いる．

5．　1；200，000地質詳図

　はじめ内地を93図に分けた，1図を地質家1名が4カ

月踏査して完成することにした，現在の1＝50，000地形

図幅12枚分の地域なので，その1枚分は10目に足らな

い．平地や海は面積として計算されていない．例えば中

島謙造（1887）の長野図幅は130日，野田勢次郎（1909）

の南アルプスを含む木曽図幅は120日である．鉱山調査

その他の資料なども利用したらしV・．明治30年（1897）

から外業が年3カ月に短縮されている．このような予算

の都合や精度を次第に高めたこと，他の業務の増加など

で完成がのびて大正8年（1919）に40年かかって98図が

完了した．

　説明書をみるとはじめの頃は地形の項がくわしい．探

検に類する仕事で，地形図がない頃に地質調査所で自ら

作っていたので，見るものすべてが新発見だった。地質

では水成岩と火成岩とを区別して詳論し，相互の関係を

のべ地質断面図を作って地質構造を論じた．応用地質で

は有用鉱物から鉱床など記述し，鉱床ではくわしい地質

図や鉱床図を作ることまで規定された．しかものちには

次第に精度が上っている．その例としては長野や広島な

どの図幅がある．さすがに日本アルプスがある高山図幅

は野田が130目の時日をかけたのち佐藤伝蔵が加わって

完成された．明治40年（1907）頃にはフランスで1：

80，000の詳細な地質図幅が出版されている．欧州の先進

国では地質に関する理解が大きかった．当時の目本の担

当者達は多くの苦難をこえてすばらしい業績を残した．

これは地質図や説明書のうちに読取ることができる．

6．　震災復興充実期

大正12年（1917）の関東大震災から日華事変までの時

期である．震災の被害から地質調査所ものがれなかっ

た．蔵書だけでなく出版ずみ・出版中・さらに調査中な

ど多くの資料が失われた．山口・小串・室積の再版はこ

のためである．また銚子図幅などは再調査がされた．

　帝都復興院（局）の事業にも参加し，東京および横浜の

地表調査が実施された．この時はじめて地質調査の目的

のために試錐が行なわれた．地質調査所の特別報告

1－2号（1925）には9名によって東京・千葉・埼玉・

茨城および群馬の府県におけるH篇の調査報告がのせら

れている．

　大正13年（1924）から昭和12年（1937）まで地質調査

所報告に古生物5・鉱山5・非金属および震災各3・火

山および外国の油田各2・温泉など5の報告，地質要報

には化石の報告が1号1篇，昭和5年（1930）までつづ

いた鉱物調査報告（北海道）では3号5篇の炭田調査が

のっている．昭和6年（1931）までつづいた海外鉱物調

査報告では5号7篇の報告があるが，このうち5篇は炭

田調査である．大正14年（1925）までの工業原料鉱物で

は3号4篇の報告がある．

　中村（1913）のあとをうけた渡辺久吉ら（1931－9）

の常磐炭田第2～6区の地質図，油田図もこの時期に10

図の公表をみた．1＝75，000地質図幅は82図のうち57図

が刊行された．昭和6年（1931）には満州事変が起って

おり，世界的に不況の時期である．そのために国内の資

源調査は余りなされていなく，炭田地域の調査が目立っ

ほか関東・丹後・北伊豆の震災調査が行なわれている．

このように余り他の業務にわずらわされることがなく図

幅の出版は順調だった。また地質鉱産誌（英文）（1926），

同（和文）（1932），1：2・000・000日本帝国地質図（改訂

版）（1925）の出版が行なわれた．海外の資源調査は益々

盛んであったが，機密事項に属したもので公表されてい

ない．地質調査所報告でみる限りでは昭和6年（1931）

から終戦までの間に調査報文はわずか4篇しかなく，こ

のうち鉱山調査は1篇だけである．この頃になると国内

における調査報告は軍事上の機密とされたのであろう．

7．戦時体制期

　この時期は日華事変（1937）から終戦（1945）までで

ある．前の時期からつづいて資源調査，とくに海外資源

の調査は益々盛んになった．昭和15年（1940）に地質要

報の最終号は古生物に関するものである．速報に当たる

地質調査所輯報と同別輯が昭和17・18両年（1942・43）

刊行され，双方を併せ地質3，石油天然ガス8，金属鉱

山14，非金属8，火山ほか3，物探および試錐11の報告

がある．同じ頃の物理探鉱報告は8号29篇（内鉱山20・
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石油9）が公表された，地質調査でも資源に関する仕事

は増加したが，軍事上の機密と物資の不足とが原因で成

果はほとんど公表できなかった．成果は急がれる余り，

かなり場当たり的になったような傾向も見られる，この

ようにして地質図幅もこの期に8図が出版されたにとど

まり，ついに調査も中止された．戦争の混乱と海外出張

などのために調査した資料が散逸して説明書が出版でき

なかったものができた．地質図幅は昭和15年（1940）で

刊行が中止された．昭和10年（1935）から説明書がない

ものができ，その数は8図幅を数え，昭和14年（1939）

には出版5図幅のうち4図幅と戦後の出版されたものの

うち2図幅に説明書が欠けている．

　このような当時の事情が反映し，終戦より少し前に地

質調査所は地下資源調査所と改名され，軍需省に所属さ

せられた．

　昭和15年（1940）に機構改革があった．これ以来地質

・鉱床・燃料など地質家の専門分化が行なわれるように

なった。

8．　縮尺1；75，000地質図幅

　明治40年（1907）頃から世界各国の地質図幅を調べ，

目本で新しい図幅の計画がたてられた．1：50，000，1

：75，000，1：100，000の縮尺で検討された．大正3年

（1914）になって具体的な計画がつくられた．調査の開

始は大正6年（1917）であった．1図幅を1人で担当し，

年間8図幅を完成し，40年で内地の324図幅を完了する

というのである・しかし，予算の都合で開始当時から実

行は思うにまかせず，大正10年（1921）からようやく年

6図幅の目標がたてられるに至った，1図幅は4カ月の

野外踏査によるとされた．他面では新計画の参加者はほ

とんど未経験者なので，この点でも困難があった．関東

大震災では未完成や完成された資料が失われ，一部で再

調査などもされたことは前にのべた．

　昭和2年（1927）から1人当たり調査目数が3カ月に

短縮され，人員や予算の削減もあり計画は益々延びる始

末であった・第2次大戦前から地下資源調査に対する比

重が高まり，昭和13年（1938）から鉱床調査のために調

査目数が増加した．しかし昭和18年（1943）には鉱床調

査だけになって，図幅調査は中絶させられた．このため

に図幅は昭和14年（1939），説明書は15年（1940）で出版

は止まった．

　戦後（1946）図幅事業は再開され1図幅の調査は8カ

月と定められた．こうして戦時中のものを併せて7図幅

の出版をみた．

9。戦後再興期
　戦争は敗戦に終わり，混乱期がつづき調査は困難を極

めた．地下資源調査所は商工省（のち通商産業省）に移

った．この頃は炭田・油田ガス田の調査に地質家が動員

された。昭和21年（1946）から図幅事業が再開された．

24年（1949）から縮尺は1：50，000に切りかえられた．

この年1＝500，000地質図幅の編さんが着手された．第

1号の京都は26年（1951）に刊行された．27年（1952）

にはじめて1：50・000地質図幅r三河大野」が出版され

るにV’たった．

10．国内充実期

　昭和28年（1953）地質鉱産誌付図の1：3，000，000日

本地質図が公刊され，目本炭田図も1：2，000，000で作

成された・1：200・000編集地質図は29年（1954）から

作成がはじまった．戦時中は外国との交流が杜絶してい

たが平和の回復とともに交流はだんだん盛んになった．

ECAFEの要望に答えて1：2，000，000目本地質図は昭

和31年（1956）に出版された。

　この時期はウラン・工業用水・地熱・天然ガスなど幾

つかの重要な研究が行なわれた．これらの研究や，さき

に行なわれた研究の成果は1：50，000地質図幅，1：

2，000，000目本炭田図，目本の鉱床区図，目本の水理地

質図概観，日本の油田ガス田分布図，1：50，000ほかの

縮尺の日本炭田図，日本油田ガス田図，目本水理地質図

などの地質図類や地質調査所報告，地質調査所月報など

の報告書ならびにその付図として，次第に多くの論文が

公表されるにいたった．

11．近代化への転換期

　前の時期から大型研究が特別研究として取上げられて

いた．昭和39年（1964）から国際協力による地球内部開

発計画，昭和41年（1966）から地震予知研究の一環とし

ての地殻活構造の研究，昭和43年（1968）から海洋地質

に関する研究がはじめられた．

　この時期に関する特徴は開発途上国に対する技術援助

と地球科学の面での国際協力が強まったことである．研

究の内容も大型化し，協同研究による成果が期待されて

きた．

　地質学界としては精度が高められ，分化がすすみ，堆

積学・構造地質学などへの新分野が開かれてきた．その

反面には広範囲の大構造の研究も進められ，また機器の

発達も新しい研究を促進するようになった．
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12．縮尺1；50，000地質図幅など

　地質図幅は単なる研究と違って，多目的であらゆる地

質系統を，ぼほ同じ精度で研究される．道路や鉄道など

の土木工事・ダムの建設・石材や採石の採取・地下資源

・水資源・温泉・地熱開発・学術研究など，多方面から

の要望に対して基礎図としての役割を負っている．すな

わち特定の目的をもった事業では地質図幅によって地質

の概要を知り，その目的に応じて有効な調査を行なわね

ばならなヤ・．

　1：50，000地質図幅はなるべく1：75，000図幅の未調

査地を選んで実施される．

　昭和47年（1972）3月現在で北海道は開発庁・北海道

庁・地質調査所で完成された図幅が203図で，北海道の

73％に当たる．本州では地形図969図のうち1：50，000図

幅は162図公刊され，飽に1二75，000の図幅を1：50，000

に換算して241図分などがある．未調査分はおよそ561

図分である．なお，沖縄注1）は地質図が未だ数えられて

おらず地質図幅は今後作成されなくてはならぬ。

　未調査地域の地質資料は古い1；200，000地質詳図か，

他の学術論文などによらなくては地質は判らない。地質

詳図は前にものべたように精度が低く，また地質学的な

見解も古くてそのまま採用することができない．都道府

県など自治体ではそれぞれの地域で地質図を刊行され

た．このような事情があるので1：50，000図幅の未刊行

地域の地質を明らかにするという意味もあって，地質調

査所の報告書類の付図や学術論文として公表された資料

を編さんして，1：200，000または1：500，000の図幅が

作られる．編さん図は他に広範囲の地質を示し，広い範

囲の構造などの判読などという別の目的もある．断片的

な資料の寄せ集めとか，研究者ごとの見解の違いなども

あるので，それらの問題の解決のための若干の調査も行

なわれている．

結 び

　地質図幅は地質図のうちで最も詳細に地質が表現され

ている．論文も報告書のうちにも質では地質図幅におと

らないものも幾つかあるが，利用する立場でみると最も

便利なものといえよう，

　現在作られる図幅のうちで研究者が地質現象を確認し

て作り，地形図のうえに塗色されるから実際に利用され

るものとしては縮尺1：50，000の図幅が最も正確であ

る．ただし，特定の対象をえらんで作られたものはその

分野で利用度が高いということは論をまたない。たとえ

ば炭田地域・油田ガス田・水資源などに対する地質図が

これに当たる．特殊なもののうちには地質構造図もあ

る．また小縮尺の地質図は広範囲の地質を概観し，大構

造の解釈を行なうなどそれぞれ特徴がある・

　目本の地質は他国に比べて地質の単位が小さく，地質

構造が一般に複雑である．そして地質に対する歴史が先

進国に比べて短かく，国民や政府の理解も先進国に劣っ

ている．それ故に経済的または社会的情勢に左右されて

地質図などの作成一とくに地質図幅一は不急の事業とみ

なされ勝ちであった．北海道の開発のために図幅を作成

したことは内地の図幅の進歩を若干おくらせたし，地下

資源の探査における緊急調査はそれ自体意義はあったに

しても地域的にみると経費の割合には地質の解明には余

り役立たなかったようにみえる。

　図幅の作成は一時も早く空白地帯を埋めなくてはなら

ないが，粗雑なものを作っては余り意味がない．新事実

を発見し，地質学を進歩させっつ，日本の地質の基礎図

を完成させてゆかねばならない．わずかの研究者が自分

の能力だけで図幅を作成するにとどまらず，側面から鉱

床・燃料あるいは地球化学の専門家による援助がのぞま

れる．最近になって図幅の作成に対して各分野の方々の

支援が行なわれる機運が生じたことは何よりの喜びであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

2．国際協力による地質図

広川　　治

　国際協力により，世界地質図委員会（CGMW）を中心

として，1：2，500，000，1：5，000，000，1：10，000フ00q

1：15，000，000などの縮尺で，各大陸地域ごとの，ある

いは，世界全体の各種の地質関係図が，すでに編集，出

版され，あるいは編集されつつある．このほか世界地質

注1）沖縄の地形図は27図を数える48年度から沖縄の地質図幅の調査研

究が開始されるようになった．

図委員会と直接関係なく，第四紀層図，土壌図，火山図，

重力図なども国際協力により出版され，あるいは編集さ

れつつある．

　世界地質図委員会は1948年，第18回国際地質学会で組

織化され，国際地質学会（IGC）所属の一委員会となっ

た．委員会の目的は，国際協力により世界の大陸，広地

域の小縮尺地質図類の原稿図作成，出版の促進や調整を
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第1表　国際協力による地質図類出版・編集状況

＼大陸
　＼区

図＼

地

質

図

地
質
図

帖

地

質
構
造
図

鉱

床成
生図

鉱

物布
分図

石ガ

油ス

・図

変

成

帯

図

そ

の

他

ヨ｝一ロツノぐ

・1；5ブ000，000

2図葉P

・1；10，000，000

9図葉，原稿
図完成

ソ　　連

・1二5，000，000

改訂，1955
・1；2，500，000

改訂，1956
・1：5）000，000
（北極周辺），

1969

北アメリカ

。1；5，000，000

2図葉，1946
・2版，1965

南アメリカ

91＝5ラ000ン000

1967

アジア・極東

。1；5，000，000

6図葉，1959
。2版，　4図
葉，1971

オーストラ
リア・ニュ
ーギニア

。1：5ラ000ヲ000

13図葉，1965，

1967，　1968フ

1971

・1；10ラ000，000

4図葉，原稿
図完成

。1；10，000，000

15図葉編集

アフリカ

。1；5，000，000

2版，9図葉ラ
196些

南　　極

1；10，000，000　世界地質図帖　編集中

・1；2ヲ500ラ000

初版貝6図葉ク
1964

。2版，20図
葉，1974出版
予定

・1；4，000，000

1952
。1：5，000，000

1956
●1；5ン000，000
（北極周辺），

1969

・1：5ン000，000

2図葉，　1969
・1；15，000，000

1972

・1；5，000，000

1972，原稿図
完成

。1二5，000，000㊦1：5，000，000。1：5，000，000

編集中 1972

11
ド

！

9図葉，1968

1
。1：15，000，000

1969

1

F
i

。1＝20，000，000

1966
・1；10，000，000

1969フ　1970

1：15，000，000　世界地質構造図　編集中

●1：2，500，000

9図葉4968，
1969，　1970

●1＝2，500，000
（鉄鉱床図），

1969

。1：2ブ500，000

（石油図），2

図葉，1957
。1：2夕500，000

（天然ガス
図），編集中

・1＝2，500夕000

原稿図完了，
1973，印刷完
了予定
。1；1，000，000

1：2，500，000

（アルプス特
別地質図），16

図葉，1973出
版予定

・1：2，500ブ000

（第四紀層図）

16図葉，出版
。1；2，500，000

（土じょう
図），6図葉，
1963
・1；2ヲ500，000
（石炭図），？

。1；2，500フ000

原稿図，1968

・1；5フ000フ000

1969

・1；5ヲ000，000

（第四紀層
図），1969

。1；2，500，000

（水理地質
図），1969

。1：5フ000，000

準備中
。1：5フ000，000

準備中

。1：2，500，000

（アパラチアト

ン），1972

。西部アメリ
カ中生代変成
帯図編集中

91：5，000，000

凡例案作成中

。1；5，000，000

4図葉，1963
・同上図改訂
中

。1：5フ000，000

1972出版予定

　　　　　ラ
・1：57000，0001

4図葉ブ初版
1962

。2版ン1972ン
原稿図検討

・編集中

・水理地質図
資料収集中
・重力図資料
収集中

・1；5，000，000・原稿図，1972

編集中

●1；5，000ン000

（水理地質
図），4図葉，

1972，出版予
定
●1：5，000ン000

オーストラリ
ァ土じよう図
編集中
●1：5ラ000，000

後中新世火山
図編集中

・1972，出版予
定
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することである．この際できるだけ国際的に共通，統一

表現をとるようにする．また，地質作成について技術的

に重要な問題を研究し，世界的規模で文献や地図の調査

を行なう．

　委員会の組織・体制：会員は各国の地質図作成を担当

する公的地質調査所，あるいは，それのないところは，

地質研究に責任・資格のある組織体（125力国および州の

地質調査所，鉱山局，天然資源局，公的事業局など）か

らなり，事務局経費は毎年各国からの寄付金でまかなっ

ている．この委員会は国際学術連合会議（ICSU）の下部

組織である国際地学連合（IUGS）と協調，協力し，国際

連合の協力，ユネスコからの経済的援助を受けて事業を

進めている．事務局はフランスのパリにあり，委員長，

事務局長，局員がおり，地質構造図，鉱床生成図などの

編集にあたっては，それぞれに対し小委員会（委員長，

秘書官からなる）が設けられている．また，世界はいく

っかの大陸地域（北アメリカおよび中央アメリカ，南ア

メリカ，ヨーロッパ，アフリカ，ソ連，東南アジアおよ

び極東，オーストラリア，オセアニア，南極および中

東）に分けられ，それぞれの地域に，世界地質図委員会

の副委員長が選任されている．大陸（地域）副委員長は

担当地域の地質図作成のための協同作業体の組織の任に

あたる．副委員長は大陸（地域）地質図類の進捗状況報

告書を，2年ごとに委員会総会に提出する．総会におい

て担当地域について委員会から出された一般勧告を履行

する任にあたる．地質構造図や鉱床生成図の編集委員会

は，副委員長および小委員会委員長または秘書により任

命された編集調整者の下で編集作業を進める．

　東南アジア極東（ECAFE）地域では，インドの地質調

査所長が大陸副委員長であり，編集委員会に相当するも

のは，地質専門家作業部会であって，そのなかで，編集

調整者（C・ordinator）1～2名が選ばれる．編集調整者

は地質図類作成基準，凡例案などを作成し，会議を開い

てこれらの案を討議し，あるていど準則を固める，各国

でそれを基にして編集作業を進め，原稿図を作成し，調

整者に提出する．それを基にして，会合，討議が行なわ

れ，基準を最終的に決定し，原稿図は修正され，調整者

に提出される．編i集調整者は提出された各国の原稿図か

ら大陸地域全域の地質関係図を編集し，出版することに

なる．

　このようにして，ECAFE地域地質図類で出版された

ものは，1）アジア極東地質図（1＝5，000，000，1959年

初版，1971年，第2版），2）アジア極東石油・天然ガス図

（1：5，000，000，1962年初版，改訂中），3）アジア極東

鉱物分布図（1：5，000，000，1963年初版，改訂中）で

ある．アジア極東地質構造図　（1：5，000，000）は，イ

ンドネシア地質調査所長とインドネシア科学研究所次長

が編集調整者に選任され，編集作業が進められている。

アジア極東鉱床生成図　（1：5，000，000）は，目本地質

調査所長が編集調整者となり準備が進められており，地

質構造図が編集されれば，それをべ一スとして，この作

成作業は促進されることになっている．アジア極東変成

帯図の編集も着手されており，世界地質図帖（World

Geological　Atlas，1：10，000，000）のためのアジア極東地

域地質図原稿図（1：10，000，000）もインド地質調査所

長から編集者に送付されている．このほか，アジア極東

水理地質図（1：5，000，000）やアジア極東重力図（1：

5，000，000）のための資料が収集，整理されている。

　世界および各大陸の国際協力による地質図類出版，編

集の状況は第1表の通りである．　　　　　（地質部）

3．　ニュージーランドのDS亙Rと各種の地質図

服　部　　仁

　DSIR．（Department　ofScientiHc　and　Industrial　R。ese－

arch科学技術研究庁，科学省に直結）には22の研究機

関があり，地球科学の研究あるいは業務・サービスは，

Soil　Bureau，Chemistry　DivisionラGeological　Surveyラ

Geophysics　Division，Institute　of　Nuclear　Sciellces，Oc－

eanographiclnstitute，AntarcticDivisionの7研究所に

おいて行なわれている．これら7つの研究所は首都ウェ

リントンあるいは20kmほど離れた近傍の都市に散在し

ているが，研究所聞に常便のマイクロバスが運行された

り，共同研究や依頼分析など横の連絡はきわめて頻繁に

迅速かつ密接に行なわれている，すべての出版物は政府

印刷所において印刷され，DSIRから発行され，都市の

書店に並べられる。

　DSIR．のなかではChemistry　Divisionが最大の職員を

擁するといわれるが，それでも160名程度と小じんまり

している．地質調査所はおもに古典的な地質部門をカバ

ーし，地球化学はChemistry　DivisionやInstitute　of

NuclearSciencesにおいて，地球物理学はGeophysics

Division，また海洋地質学はOceanographic　Instituteに

おいて研究される．所長D・Kear氏からの最近の情報

によると1972年11月現在，所長，各専門分野の8人の

chiefのほかに，Scientistとして登録された研究者が52

26一（568）



資

名，Technicianとよばれる研究補助の技術者が30名・事

務官6名，タイピスト6名，広報関係4名，図書室4名，

合計111名の陣容からなり，本所と地方の8支所に分か

れて勤務についている．この職員数のなかには，大学と

兼務するpartの研究者数名のほかに，海外出張者も含

まれている．

　ニュージーランドには地質コンサルタントがほとんど

ないので，地質調査所の仕事の約50％はコンサルタント

の仕事といわれ，建設，鉱業，電力，鉄道などの全政府

機関や地方自治体および私企業・個人からの二一ズに応

えるわけである。

　フィールドの地質は8つの支所に駐在する約25名の野

外地質家の担当であって，その地方の地質の解明に当た

る．本所にいる諸分野のスペシャリストとの間に，共同

研究をやったり，依頼分析や鑑定を頼むなどの体制がで

きている．地質図幅はほとんど支所の野外地質家によっ

て作成される．本所には，フィールドの仕事の全計画と

調整を進める部門があり，その責任はChiefR・egional

Geologistが負っている。たとえば，地質図の内容を一

定レベルに保つために大きな権限が与えられ，研究者に

強く助言する．この部門のなかには，環境地質や鉱業資

源などの分野も含まれる．

　地質調査所では，New　Zea肱麟Ge・亙og且ca亘S曜vey

M叩9として次の6種の地質図が作られている．

　1：250，000　Series　（4　miles　to　l　inch）一28　Sheets

　　　　　　　　　　　　　　　　［1959－1968］

　1：63，360Series（1mile　to　l　inch）一　　［1959一　　］

　N。Z、G．S．Industrial　Map　Series1：25，000一

　　　　　　　　　　　　　　　　［1965一　］

料

　1：2，000，000［1958，3rd　ed。，十N．Z．geoL　Surv．

　　　　　　　　　　　　　　　BuII，n．s，66］

　1：63，360Tectonic　Map－Masterton（N158）［1969］

　　　　　　〃　　　（＋Late　Qμaternary）一

　　　　　　　　Eketahuna　　（Nl53）　　［1970］

　Ross　Dependency1：250，000Series

　ニュージーランドの地質図の特徴は，別冊の説明書の

ないことであろう．しかし，それを補って余りあるほど

の詳しい記述が，図面の横や裏に，細かい活字で印刷さ

れている．

　25万分の1の地質図28枚は10年計画でカバーし，1968

年に最後の図幅が出版完了になった．現在，63，360分の

1の地質図作成に主力が向けられているが，未だわずか

20数図幅出版されたにすぎない・目本の5万分の1図幅

よりやや広い1区画25×40kmの地域を，3～4年で

調査終了するわけだから，かなり厳しい条件といえよ

う．提出予定，地質図上での表現のフォーマット，質的

基準の保持など，あらゆる間題点について，本所のreg－

ional　geologyの専門家やchiefからの協力，助言，およ

び細部にわたるチェックを受けるようになっている．

　短期間でまとめられる地質図は，出版に際して必ず

“第1版”と大きな活字で図幅の右肩に明記し，また引

用文献名の略号コード（第1図）のなかにも記入されてい

る．これも特徴の一っに数えられるであろう．“第1版”

の明示はなにも地質図に限ったことでなく，あとに紹介

する他のDSIR．の地図類全部についても同様に印刷さ

れている．

　25，000分の1の工業都市図は，都会および周辺地域開

発用に作られたユニークな地質図である．航空写真のべ

Refじrtothismap　asN．Z．Geological　Survey　Map　h250，000．

禽

R．W．W川ett
　Dレ●qor

　　　　　　BIBLIOGRAPHIC　REFERENCE

　　　　　Grindley　G．W．　1960　Sh㏄t8Taupo
　　　（1s亡Ed，）“Gcological　Maウof　New　Zealand1：250，000”

Dcpartm¢nt　of　Scientific　and　Industrial　Research，WellingtonりNow　Zealand．

第1図 25万分の1の地質図幅タウポの文献コード．
枠内に‘‘第1版”が明示されている．
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一ス図の上に，おもに第四紀の情報を記載した特殊な地

質図で，新しい試みとみなせるだろう．

63・360分の1のテクトニック図は活断層の時相解析結

果を詳しく区分した活構造図であって，図の裏側には，

断層・地点・時相ごとの変位量が数値表示されている．

地質調査所以外でまとめられた関連図に，重力図や磁

気図があり，Geophysics　Divisionでまとめられ，地質図

と同じ区画と縮尺とで，DSIRから出版される．

　GEOP騒YS亙CS麗V亙S亙ON　MA聖S

　Gravity　Maps

　1：4，000，000Bouguer＆Isostatic　Anomα1ies［1965］

　1：250，000　　〃　（十Isostatic　Vertical　Gravity

　　　　　　　　　Anomalies）　　［1965－　　1

　Magnetic　Maps

　1：250，000　Total　Force　Anomalies　　［1969一　　】

　地質図とちがう縮尺で，DSIRから出版される関連図

に，次のような海洋研究所のチャートや土壌研究所の土

性図などがある．

　OCEANOGRAP臨亙C亙NST亙TUTE　C麗A駐TS

　Coastal　Series1：200，000－Bathymetry一

　　　　　　　　　　　　　　［1961一　］

　　　　　　　　　　Sediments一［1964一　　］
　Oceanic　Series　l：1，000，000一　　　　　　　［1964一　　　］

　Provisional　Bathymetry　Island　Series　13200，000

　　　　　　　　　　　　　　［1966一　］
　Miscellaneous　Series－North　Island十South　Island

　　　　　　　　　十Memoir　ll

　SO亙L　BUREAU　MAPS

1933

1938

1944

40　chains　to　l　inch．

1／31，000）

30　chains　to　l　inch．

80　chains　to　l　inch．

1mile　to　l　inch。

8　miles　to　l　inch．

inch＝66　ft，　ca．

Coastal　Seriesには堆積物，とくにドレッジ試料の分

析結果に図示したものがあり，その独特な表現方法は注

目してよいだろう．

以上，かんたんな紹介にすぎないが，DSIR傘下の別

別の研究機関が互いに密接な関連をもちながら，科学の

進歩に寄与しつつ，人間社会からの二一ズに応える姿勢

がうかがえる．地質図類は地質現象解明の研究成果や調

査データを，適確にうまく提示する一つの有力かつ有効

な武器として活用されているようにもみえる、

　今後の課題として，ヤード法からメートル法の5万分

の1のスケールヘの切り換えと，大学院生による地質図

幅作成への道を開くことが真剣に検討されているという．

参考文献

“DSIR　Handbook1964ラ，；ハ孔Z．Dψ．56∫．づn4観7．

　　　R65．ZびS67．墨2，104p，（1964）．

“N．Z．DSIR，s　Geological　Surveゾ，　in　‘DSIR

　　　Research　1971，：　ハ孔　Z．Dψ．50歪。痂4z6認7。

　　　R65．五娯S67，8盛，P。99－104ラ178－181（1971）・

‘‘List　of　Publication，，：1）Sノ：R，43p。（1968）。

　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

4．　カナダ地質調査所の組織と図幅事業

柴田　　賢

，カナダは資源国であり鉱物資源産業はGN　Pの7％を

占め，また1人あたりの鉱物生産量は世界最高である．

従ってこの国にとって地球科学はきわめて重要な役割を

果している．カナダの地球科学者は約6，000人である

が，そのうち3，600人が鉱山・石油関係の産業に従事し，

中央・州政府に1，100人，大学600人，その他500人と

いう内訳になっている．

　カナダ地質調査所はエネルギー鉱山資源省に所属する

研究所で，測地部，地球物理研究所，鉱山研究所，遠隔

探知センターなどの地球科学研究機関とともに，同省の

科学技術セクターに直属している．次官，次官舖がカナ

ダ地質調査所出身者であることなども，地質学がいかに

重要視されているかを物語っている．

カナダ地質調査所の創立は古く1842年で，世界でも最

も古い調査所の一つである・総員約700人で，そのうち

295人が大学出身者で，Ph・D・を有する研究者は185人

である．組織は第2図に示すようであるが，必要に応じ

て数年に1回かなり大がかりな組織がえが行なわれてき

ている．本部および大半の研究部はカナダの首都オタワ

にあるが，堆積・石油地質研究所はアルバータ州カルガ

リーに，大西洋地球科学センターはノバスコシア州ダー

トマスにある．

　カナダ地質調査所の使命はもちろんカナダの地球科学

に関する基礎および応用分野の調査研究にあることはい

うまでもないが，各州が独自の地質調査機関を持ってい

るので，カナダ地質調査所としてはとくに国家的政策の
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資 料

第2図　カナダ地質調査所の組織
　　GSG　Miscell　Report18（1972）

所　　長

｝

637（283）

人　事　部　　　財政・庶務部 主任地駿家 藷翻諺躯

企画室 地球科学テLダセンター

特別研究

凝躍艮申麟響 　資源地球
物理・地域化鄭 麺地球科学都 綴繍地卿　鵜纏碑　大緋爆科学センター

93（62　　　　　44ぐ1の 8アで4θ） 8ア（40〉 14θrgO） 108r6の 乃’‘35’）

縞築出版 鉱物掌 地球化学 科学サービス カナタ循状地 廠務・技術 海詳地質掌

製　図 分析化掌． 電気法 地域・層厚研究 コ’げ准ラ大平藩酵 地質広報 海洋地物学

図書室 機器開発 磁気沃 吉生物掌
地蜘丸掌146）’ 海洋地笈学 地域地質 東部石ラ由課

リモートセンシング 工不地質・地球力学 情報課 北極諸島

地震法 特別研究 アペラチア課 北部本土

デー外処理 対比・標率 南部本去

エアゑン額登 1経清地質挙 古圭物学 堆積課鹸室

受託調査 鉱床学 地笈身代学

・古歩也磁多L挙　　　　　　石ラ由地箕栄

エネルギー 吉主物掌
地質．数掌 巨化石

特別研究， 岩石学 纏趨 微化石

鉱物デタパング　　　　　　　　　　石，炭’研究 才タワ課

盆地解祈 実鹸室
数字・は各部の人数（カつこ内は専問研・究者数）き示ず

基礎となる総合的な地質情報の把握という任務を持っ又

いる．

　図幅事業はカナダ地質調査所のきわめて重要な業務の

一つであり，おもに地域・経済地質部で実施されてい

る．しかし約1，000万km2（日本の約27倍）という広い

面積をカバーするということは大変なことで，事実1950

年頃まではどんなスケールにせよ地質図は全土の％をカ

バーしていたのにすぎなかった．その後国の方針として

予察図を含めて全土をできるだけ短期間にマッピングす

る計画が立てられ，ヘリコプター，航空写真など積極的

に利用することにより，8ないし4マイルーインチ（50

万ないし20万分の1）予察図は全土のほぼ9割が完成

し，残りも野外調査が1976年に完了する予定である．し

かし1マイルーインチ（63，360分の1）の地質図は全土

のわずか7％が出来上っているにすぎない．

　このほかに，空中磁気図作成も積極的に行なわれてい

て，とくにカナダ盾状地，東部カナダ，東部大陸棚地域

が終了している．表層地質図も北部地域を中心に全土の

約半分の調査が終了している．

　カナダ地質調査所の最近の成果としては，1965～70年

の間にPaper（速報）312，Mem・ir（地域地質報告）

21，Bulletin（研究報告）66，鉱山地質報告7，雑報11

となっており，地図類では，基盤岩地質154（2，847，004

mi2），表層29（519，715mi2），地球物理2，446（615，000

mi2），地球化学28（55，406mi2）となっている．また外部

の雑誌に投稿された論文数は613篇である．また，最近

“Ge。logy　and　Econ・mic　Minerals・fCanada”第5版が

発行され，カナダ地質に関する専門的な紹介書として高

く評価されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（技術部）

5．　イギリスおよびフランスの地質調査機関

大町北一郎

　（1）イギリスの地質調査機関

　イギリスの地質調査所は世界最古（1835年）の歴史を

誇る機関で，その主力は地質図幅を作成することにあっ

たけれども，戦後海外地質調査所の解散および植民地に

あった地質・鉱物調査機関の改変などによって，その組

織および名称を変更し，今日にいたっている．その経過

は第3図に示すとおりである．また地質博物館も創立当

時（1837年）は独立機関であったが，今目では地質科学
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第3図　イギリスの地質調査研究機関の組織変遷史（H．OHMACH・）
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　　　　　第4図　イギリスの地質科学研究所組織表
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研究所の付属機関として活躍している．この地質科学研

究所は教育・科学省に所属し，研究管理は教育・科学省の

諮問機関である自然環境研究会議（Natural　Envir・nment

Research　Counci1）によって，おこなわれる．

　研究所の組織については，1970年末に海外開発省が外

務・連邦省に統合されたので，いままでの組織が若干変

更され，その結果は第4図に示すとおりである．現在研

究所員は502名で，ロンドンには約133名勤務し，その

他の人はエジンバラ事務所，リーズ事務所，北アイルラ

ンド地質調査所（ペルファースト）および海外技術援助

計画にしたがって，約26力国に約60名の職員が派遣され

ている．

　地質科学研究所の所長はK・C・DUNHAM博士で，外

務・連邦省，海外開発管理局（0、D，A）の地質顧問も兼務

されている。次長はS・BUGHAN博士で，大英国地質調

査所の副所長は3人で，P．A。SABINE博士　（ロンドン

市），A，W．wooDLAND博士　（リーズ事務所），J．A．

ROBBIE修士（エジンバラ事務所），および海外部長と

して，J・w・PALLISTER修士が就任している．このほか

に専門家研究部門としては，地球化学部長はS，H。U。

BowIE博士，地球物理部長はW・BuLLERwELL博士，水

理地質部長はD・A。GRAY修士，鉱物資源部長はA。A．

ARc肥R修士，古生物部長はR，V，MELvILLE修士，岩

石部長はR・K　HARRlsON修士および地質博物館長は，

F．W・DUNMNG修士が就任している．

　職階については，上級主任科学官（S，P・S・O・），主任科

学官（P。S．0．），上級科学官（S。S。0・），科学官（S．O．），

上級研究官（S。R・0。），副研究官（A．R。0．），主任実験官

（C。Ex、0。），上級実験官（S．Ex・0。），実験官（Ex。0，），副実

験官（A．Ex，0。），上級科学助手（S．SA），科学助手（SA），

技能官（T、0・），上級行政官（S・E．0・），高級行攻官（H。E．

0，），行政官（E．0・），書記官（C．0・），書記補（C．A．）の17

制度にわけられている．組織の分類特性は，野外研究分

野と専門家研究分野にわけられ，野外研究分野は，4部

門にわけられ，必要な専門官は専門家研究分野から，そ

れぞれの地域に派遣され駐在している．また海外派遣に

ついては，外務・連邦省の海外開発管理局から要望され

る専門家リスト表にしたがって，所員が応募し，選考の

うえ派遣されることになっている．

　地質図幅作成の歴史は古く，いわゆる1インチ＝1マ

イル縮尺（1：63，360）の地質図は1839年から手書きの

ものが出版されたが，その後1937年からは6インチ＝1

マイル縮尺（1：10，560）の地質図幅調査が初められ，

出版されている．その後新しい1インチ＝1マイル縮尺

（1：63，360）の地質図幅が1963年から開始されている．

料

このほかに，1インチ＝2マイル縮尺（1：126，720），

1インチ＝4マイル縮尺（1；253，440），1インチ＝25

マイル縮尺（1：1，584，000），2．5インチニ1マイル縮

尺（1：25，000），6インチ＝1マイル縮尺（1：10，560）

の地質図が出版されている．このほかに大英国・北アイ

ルランド地質図（1：584，000），および空中磁気図（1

　584，000），水理地質図，鉱物資源分布図（北アイルラ

ンド），などが出版されている．

　このほかの出版物としては，古生物専報，鉱物資源専

報，イギリス地域地質報告，大英国地質調査所報告，一

般報告書，地球物理報告，鉱物経済専報，地下水報告，

水理地質報告，技術通信，鉱産資源統計報告（5年ご

と），博物館報告，地質科学研究所年報の約13種類が出版

されている．

　地質科学研究所の主事務所は，ロンドン市，南ケンシン

トン，博覧会通（Geol・gical　Museum，ExhibitionR。ad，

South　Kensington，London．S，W．7）にあり，あとはロン

ドン市内に6カ所，ウエルズ地方のリーズ市，スコット

ランド地方のエジンバラ市，北アイルランドのベルフア

ースト市，サセックス，デボン，ダムフライシャー，シ

ートランド，リーデング，バークシアーの9カ所に研究

所・支所がある．

　（2）フランスの地質調査機関

　フランスの地質調査機関としては，イギリスにくらべ

て約33年後の1868年10月1日にフランス地質図局として

出発した．この機関は，自から地質調査をして，地質図

を作成するのでなく，フランス全土に対して，一般公募

の形で地質図幅作成がおこなわれてきた．したがって，

1967年までは主とし．て大学の先生による，請負形式で実

施されてきた．このほかの地質・鉱物調査研究機関は，

イギリスに比較した場合はさらに複雑である．その原因

として考えられるのは，フランスが全世界に多くの植民

地を有し，とくにアフリカの％はフランスの植民地であ

ったため，フランス国内の諸機関に属する地質調査機

関，および植民地に多くの類似する地質鉱物調査機関が

存在していたが，これらは第2次大戦後に廃止統合され

て，1959年10月23日に地質鉱山調査研究院（B・RG・M・）

（日本でいう事業団に相当する）が創立され，従来国内

および国外にあった地質調査研究機関がすべて統合され

た．その後1967年12月22日にはフランス地質図局が廃止

され，同時にB。R。G。Mの中に国立地質調査局（D，S。G、

N・）が創設された，このような歴史的変遷の経過は，第

5図に示してある．またB。R．G．M．（Bureau　de　Rec虹er－

ehes　G6010giques　et　Mini色res）は他の諸外国と全く組織

内容をことにし，いわゆる地質調査所と鉱山開発研究所
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第5図 フランスの地質鉱山調査研究機関の組織変遷史（H。OHMACH・）

※

（昭和28年）1953

（聯34茸r）　1959

（B召和35年）　ig60

（昭和36年）1961

（昭和37葺）1962

　　　　　　（1972．1．）

（1961）

　　（DFMG，1’AOF）　（DFMG，エダAEF）

（1961）

灘論騨・
　　　　鉱山石牙究新　　　（アルジェリア）
　　　　　（BRGGM｝　（1962．7．独立）
　　1　　（1953・85）
　1

　『
　1
　8

　［

　1
（1966．5．独立）

　　　　　　　　　　（1967）

｛BMFOM） （海外県省）

1）irection　des

力胃アア鉱山局
（］L949。2．15）

（BMG）

擬灘欝
（1959．10。23）（ノぐリー）

1匿璽劃
　　　　（SONAREM》

（螺省）怠956〉I

　　　　l
　　　　l
　　　　I
　　　　I

＿＿＿＿＿＿＿＿」

　　　　Soci6teNationa工de
　　　　Rechごrc虹es　e七
　　　　ご’EXRloitati・ns
　I　　Mini6fes

　I　號欝響
瞬翻，

　レ　1　　（1科掌枝衡総庁）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

（聯コ43年）　lg68 擬譜蝋糞
て1967．12．22）

（工業開発・科掌研究省）（197の

　（c駆xo》
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が一緒になった総合研究調査機関で，その運営は事業団

のような性格をもち，しかも活動の主力が海外におかれ

ている．海外での活動は地質調査ばかりでなく，資源開発一

から鉱山経営までの広範囲にわたっている．ただし，石

炭，炭化水素（石油，天然ガス）およびウラン資源開発は

除外されている．これらの鉱種は，それぞれフランス石油

研究所（lnstitut　Frangais　du　Petrole）（1949）および原子

力庁探鉱開発局（Direction　des　Recherches　et　ExPloitati”

ons　Minieres）（1945）が担当してV・る．

　B，R。αM．の組織内容は，第6図に示してある．

　このB，R．G．M．は現在工業開発・科学技術省に属しそ

の職員は約1，000名（研究者300名，技術者400名，事

務職員300名）の他労務者約3，000名（主として海外）

を有する機関で，現在パリー市内には，本部（総裁，副

総裁，総裁代理）と外国事業鉱山調査局（DRME）があ

り，国内地質調査局（D。S．G・M・）と財務・管理局（D・FA）

は1965年から1969年にかけて，パリーの南方約110km

にあたるオルレアン郊外の研究団地に移転した．現在の

ところ1973年までには，パリーにある外国事業鉱山調査

局も移転することになっている。

　総裁はC．BEAuMoNT，副総裁はG。MEsMIN，総裁代

理はP。BUCHOTで，国立地質調査局長（D．S，G・N・）は

C．GUILLEMIN博士（パリー大学，理学部，教授），海外

事業鉱山調査局長（D．RM。E．）はJ。LESPINE博士，財務

・管理局長（D・EA・）はH・CAVAUDが任命されている・

このほかに総裁には情報官（E・CANTAU），科学参事官（P．

ROUTRIER）がっき，副総裁には，鉱山，経済，法律，

厚生，計画についての担当官が補佐している。

　またフランス地質図局がB・R・G・M・に統合されたの

で，当時の局長（」・GOGUEL）は国立地質調査局（D・S・G・

N．）付の地質図・科学調査研究総監督官として，活躍し

ている．

　このD・S・G・凡は9部と12の国内地方地質事務所から

構成されている．第7図にはとくに実験部の組織表を示

してある．この実験部は，国内調査，海外調査にともな

う研究試料を研究しているほかに，基礎的な研究も実験

されている．

　図幅調査は，1967年からD・S・G・N・によって実施され

るようになった．地質図・一般地質部の職員が，その任

にあたっている，

　現在の進行状況について地質図幅，縮尺1：50，000は

フラン’ス全土1，345枚のうち246枚が出版され，950枚

は未出版で，その完成率は約18％，1枚の値段は約1・66荏

円である．また縮尺1：80，000の地質図幅は267枚のう

ち222枚が出版され，45枚が未出版で，その完成率は約

83％，1枚の値段は約2，112円である．このほかには縮

尺1：320，000の地質図幅は21枚が今までに出版されて

いる．1枚の値段は約2，265円である．またフランス全
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　　　　　　　　　　　　　資　　料

　　第6図　B・R・G・M・（フランス地質鉱山調査研究院）機構図（H，OHMACHI）
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土の地質図（縮尺，1：1，000，000）（2枚）が出版され

ている．

　このほかの特別な地図類としては，表層地質図（縮尺，

1：50，000，1：25，000），有用鉱物図　（縮尺，1：

50，000），特別地域地質図（縮尺，1：50，000，1：

200，000），フランス重力図（縮尺，1：80，000，1：

200，000，1：320ン000，1：2ッ000ン000），フランス磁

気図（縮尺，1：80，000，1：1，000，000），フランス空

中磁気図（縮尺，1：2，000，000），フランス水理地質

図（縮尺，1：50，000，1二100，000，1：200，000，

1：1，000，000），フランス鉱床生成区図（縮尺，1；

1，000，000）鉱物鉱床図幅（縮尺，1：320ゆ00），鉱山

および鉱床生成図（ヨーロッパ鉱床生成区図，アフリカ

鉱床生成区図，ローレンヌ鉄鉱床地質図，縮尺，1：

2，000，000），鉱山領土省地質図（縮尺，1：50，000，1

：100，000，1：200，000），アフリカ地質図（縮尺，1：

2，000，000）がいままでに出版されている．

　またB。R。G・M・は，発展途上国からの依頼による地質

図幅作成事業または経済援助資金による鉱床調査事業な

どに従事するほかに資源開発に必要な地質図，鉱床分布’

図作成のための国際会議にも活躍している．とくに古く

からある世界地質図委員会の事務局としての活動はよく

知られている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（鉱床部）

6．　ドイツ連邦共和国における地質調査研究体制と図幅事業

L　まえがき

神戸　　信和

　ドイツ連邦共和国における地質調査研究体制と図幅事

業について述ぺる揚合，その国の歴史と年代ごとの変遷

を論述するのが至当であるが，資料の調査が断片的であ

るので主として第2次世界大戦後の組織について述ぺる

こととし，第2次大戦前の組織との関連性が判明する分

については，その創立や歴史についても付言的に論述す

る．さらにこの機会に，地質図幅事業の一端についても

言及する，

　資料は筆者が1965年滞西独在外研究中に入手したも

の，参考文献によるもののほかに，1972年西独へ出張の

機会のあった大町鉱床部長によつて入手されたものを含

んでいる．記して大町鉱床部長に謝意を表する．

2．地質調査研究体制

　ドイツ連邦共和国（Bundesrepublik　Deutschland）は第

2次世界大戦により完全に破壊された地質調査研究機構

を整備拡充して，1958年12月1目に諸外国の技術援助調

査研究に主力をおく地質調査研究に関する最高唯一の政

府の機関として，ドイツ連邦地質調査所（Bundesanstalt

f政r　Bodenfbrschung）が創立された．さらにドイツ連邦共

和国は行政上10州にわけられ，それぞれの州には全く独

自に調査研究を実施することができる州地質調査所があ

る．そこでは州内地域の地質図幅調査研究をはじめ，石

炭・石油調査研究，鉱産資源調査研究，水理地質調査研

究などの専門地質研究を行なっている（第8図参照）．

　　3．　ドイツ連邦地質調査所

（Bu蹴desans重a亙重甜rB・颯e蹴f・rscぬ囎9）

所在地：3Hannover．Buchholz，Alfred．Bentz．Eaus，

　　　　West　Germany．

　ドイツ連邦共和国には，州地質調査所があるが，戦後

国際関係の発展に伴って，とくに後進国の要請による技

術援助が増大し，それらの国々は地質図幅調査，土木地

質あるいは工業用水のための地質学者を求めてきた・こ

のような海外業務を遂行する目的をもって，ドイツ連邦

地質調査所が1958年12月1目にハノーバーに創立され

た．ドイツ連邦地質調査所は産業経済省（Bundesminist－

erium　f菰rWirtsch諭＝Ministry　ofEconomics）に属し，

地球科学全般にわたる調査研究のセンターとしての役割

りをもって生まれたのである．

　なお二一ダーザクセン地質調査所は，ドイツ連邦地質

調査所と同じくハノーバーのアルフレッド・ベンツ・ハ

ウス（Alfヒed－Bentz－Haus）のなかにあり，所長は兼務で

あり，人事的業務的交流が密に行なわれていることはハ

ノーバーの特色である．

　ドイツ連邦地質調査所は，長官（＝所長），副長官（＝

副所長），管理部長によって管理され，経済地質局，一般

地質・工学地質局・地球物理局，地球化学鉱物局を統卒

する4人の局長によって運営されている．機構図を示せ

ば第9図のようである．

　ドイツ連邦地質調査所の人員は総員418人で，うち

155人が地球科学者である，

　海外調査研究活動は経済的進歩に貢献することを前提

として，1969～1970年度には鉱産資源（Rohstof艶），水理

地質（王｛ydrogeologie），工学地質（lngenieur－Geologie），

土壌学（Bodenkunde）などの研究分野で汎世界的な規模

で行なわれたのである．
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　　　スイス　k　　 齢ドィツ・邦共和国の州地質調査所の所在地

第8図　ドイツ連邦共祁国のドィツ連邦地質調査所および各州地質調査所所在地

　なおボリピヤ（Bolivia），ヨルダン・（Jordan），タン・ザニ

ア（Tansania），エチオピア（Ethiopia），アフガニスタン

（A亀hanistan），タイ（Th2圭1and）などに派遣されてV・る

地質学使節団（Geological　Mission）により，下記のよう

な当該国の地質図が完成している．

　ボリピヤ　1＝100，000　2枚

　ヨルダン　1：100，00011枚

　タンザニア　1：125，000　14枚

　ヨルダン　1：250，0005枚

　エチオピア　1：250，0004枚

　アフガニスタン　1：500，0004枚

　タイ　1：1，000，000　1枚

　さらにドイツ連邦地質調査所に課せられた国内の地質

図幅関係では下記のものがある．まず20万分の1地質図

幅は，ドイツ連邦地質調査所と各州地質調査所の所長会

議による地質図協議会の決定にもとづいて，各州地質調

査所が共同して作成している，それらは全部で42枚で，

1971年にHann・ver図幅が出版された．なお100万分の

1地質図幅は1970年に印刷され，　100万分の1構造地質

図および鉱床地質図についても印刷出版が計画されてい

る．

　さらに国際協力に基づく地質図幅関係の業務では，ド

イツ連邦地質調査所と国際地学連合（IUGS）の下部機構

である世界地質図委員会（Kommission　f掘die　Geologis－

che　K．arte　der　Welt＝Commission　fbr　the　Geological

Map・ftheWorld），世界鉱床生成図小委員会（Subk・m－

mission　f並r　die　Metallogenetische　Karte　der　Welt＝

Subcommlssionfbr　theMetallogenicMapoftheWorld），

世界構造地質図小委員会（SubkommissionfOr　die　Tekto－

nische　Karteder　Welt＝Subcommission｛br　theTectonic

Map　oftheWorld），世界水理地質図小委員会（Subkom－

mission　f茸r　dle　Rydrogeologische　Karte　der　Welt＝

Subcommission　ofthe　Rydrogeological　Map　ofthe　Wo．

rld），ヨーロッパ国際地質図委員会（K・mmissionfUr　die

Intemationale　Geologische　Karte　von　EuropaニCommi．

ssion　fbr　the　Intem＆tiohal　Geological　Map　ofthe　Euro－

pe），ヨーロッパ鉱床生成図小委員会（SubkommissionfOr

die　MetallogenetischeKarte　von　Europa＝Subcommissl．

on　fbr　the　Metallogenic　Map　ofthe　Europe），ヨーロッパ

構造地質図小委員会（Subkommissi・nf伽dieTekt・nische
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第9図　ドイツ連邦地質調査所の機構一覧

Karte　von　EuropaニSubcommission　fbr　the　Tectonic

Map　ofthe　Europe），ヨーロッパ第四紀地質図委員会

（Kommission　fUr　die　Qluartarkarte　von　Europa＝Com－

mission　fbr　the　Qμatemary　Map　ofthe　Europe）などの

協力のもとに下記の地質図幅などの編集が行なわれてお

り，ドイツ連邦地質調査所と国連教育科学文化機構

（United　Nations　Educ批tional　Scienti丘c　and　Cultural

Organization訟UNESCO）との協力により出版されてV・

るものが多い．

3．1　ヨーロッパ国際地質図（亘瀧em就量o臨魏e　Geo且・

　⑪9董s磁e臨蛇evo聡翫蹄P題＝亘鵬e艦魏量o蹄且

　geo旦09量ca且m箆P　O亙E聰ro壁e）

49図幅，1：L500，000，図の大きさ63×63cm・

ドイツ連邦地質調査所（B£B・以下この略号を使用する）

とヨーロッパ国際地質図委員会との協力により編集さ

れ，B．£B。とUNESCOとの協力により出版されてい

る．旧版としては1952年にLisboa，M＆drid，Romaの各

図幅が，1959年にはAth6ne図幅が出版され，新版とし

ては1964年にRockall，Seui10rientalde　Jan　Mayen，

Trondheim，Cap　Nord，1966年にEdinburgh，Oslo，

Haparandα，Stockholm，1969年にBudapest，1971年に

London，Warsz＆wa，Kanin，Arkhangelsk，1972年にPa－

ris，Berlin，Bemの各図幅が出版された．そのほかの図

幅は1980年までに刊行される予定である．

3．2　ヨーロッパ国際水理地質図　（亘蹴e騰蹴董膿蛆e

　長且y認蜜⑪geo豆09且SC恥e甑劉鷺e▽0鵡配盟暫0昼漉＝亙龍宣e閲
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　　r躯a髄o船a亘恥y組roge⑪亘09量c鴇且maも夏》o葺E眠rOpe）

　35図幅，1：1，500，000，図の大きさ92×69cm・

IAH（lntemationalAssociationofEydrogeologists）と世

界水理地質図小委員会との協力により編集され，UNE－

SCOとB・£B・との協力により出版されている。1970年

にBern図幅が出版されただけである．

　3．3　ヨーロッパ第四紀地質図　　（恥重研踊飢沁踊朗e

　　Q聰a醜蕊盈麗重e　vO恥E曜OP窺＝亘蹴e臨鋪量0鵬璽

　　噸聰a嘘e買蹴a置y　m我獲》o亙E腿r⑰pe）

　16図幅，1：2，500，000，図の大きさ84×67cm。

B．£B。とINQPA（lntem我tional　Union　fbrΩμatemary

Research）との協力により編集され，UNESCOとB・£B．

との協力により出版されている．1967年にRey幻avik，

Baile－Atha－Cliath，Bodφ，1970年にKφbenhavn，1971年

にCap　Nord，Moskva，Vorkuta，1972年にRabat各図

幅が出版された．

料

Magnitogorsk，Bucuresti，Tbilisi各図幅が出版され，そ

のほかMoskva，Rabat，Tunis，Athenai，Bagdadの各図

幅の出版が準備されている。

　3．7　ヨーロッパ天然ガス鉱床図　（亘慮e鯉寵沁聾謡e

　　E姻gask躍慮ev・既E麗・pa）

　9図幅，1：2，500，000

国連ヨーロッパ経済委員会（Ec・nomic　Commission　fbr

Eur・pe・fUnitedNati・ns）とB。£B．との協力により編

集され，1970年に4図幅が出版され，現在5図幅の出版

が準備されている．

　3．8　ヨーロッパ変成地域図（亙虚ermt量・盟魏e鼠a雌e

　　姐er　Me訟職or麟e聡Ge娩重e　vo蹴E躍o幽）

　16図幅，1：2，500，000

ドイツ連邦共和国の部分については，B£B・と各州地質

調査所が協議に参加して，編集が進められている．

　3．4　ヨーロッパ国際構造地質図　（亙齪e聰飢量o麗魏e

　　T磁to謡sc臨e鼠麗醗v膿E駅OP題＝亙飢ema盛

　　o鰍既ect膿量c鱒我P・£E躍・やe）

　20図幅，1：2，500，000，図の大きさ62・5×65・6cm．

UNESCOとDie　Akademie　der　Wissenschaften　der

UdSSR（The　Academy　ofSciences　ofthe　U．S．S．R，）との

協力により編集され，ドイツ連邦共和国の分については

100万分の1として出版される予定である．

　3，9　ヨーロッパおよび地中海地域国際地質図

　　（亘臨te暫恥a慮量o鵡a且e　Geo且09蓋sc臨e畳⊆alr宣e　vo甑E恥貰嘱

　　opa聰翻Me曲e贈蹴鰹Ge恥量e駝」取重er灘盛

　　o麗旦Geo亘oglc蝿M叩o豊Eu胸pe蹴通重恥e

　　Me曲e齪蹴ea煎R69量o聰）

　2図幅，1：5，000，000，図の大きさ79×121cm．

B・£B・と世界地質図委員会との協力により編集され，

1971年にUNESCOと：B・£B・とにより出版された．

　3，5　ヨーロッパ鉱床生成図（亙鵬er餓tio踊蛆e　Me重一

　　題且亙oge鯉重董SC恥e］羅躍重evO龍E躍OP我二亘臨er舩・

　　伽懸亙me訟盟oge踊量cm叩o£E鵬叩e）

　9図幅，1：2，500，000，図の大きさ68×96cm・

世界鉱床生成図小委員会の援助のもとに，ヨーロッパ鉱

床生成図小委員会により編集され，UNESGOとBRGM
（Bureau　de　Recherches　G601。giques　et　Miniさres）との協

力により出版されている．すでに数図幅が出版されてい

る．

　3．6　ヨーロッパ鉄鉱床図（亙醜e騰蹴量o期蝿e　K躍犯

　　雌erE量se聡erz肱ge憾翫重e踊V磁E腿胸騨＝鉱一

　　r慮e亘臨重er亙亘認ε蓋0殖a亙e　dleS　G量Se】耀慮e融重S　de　Fe1℃｛量e

　　且’E馴ope）

　16図幅，1：2，500，000，図の大きさ60×74cm・

世界地質図委員会と世界鉱床生成図小委員会との協力に

より編集され，B。£B、により出版されている．

　すでに1970年にMadrid，Bem，1971年にVorkuta，

　3．10　カルパチアーバルカン地域構造地質図

　　（Te聰o期豊sc恥e　Ka嬬e　dler駈我聯鵬o一臨且】k躍一

　　G曲畳ete）

　9図幅，1：1，000ン000

カルパチアーバルカン地質学協会（Die　Karpato－Balkan－

Geologen－Assoziation）により編集され，チェッコスロ

バキア科学アカデミー（Die　tschechischenAkademieder

Wissensch諭en　in　Prag）により出版される．ドイツ連邦

共和国の部分についてはB・£B・とバイエルン地質調査所

（Bayerisches　Ge・1・gisches　Landesamt）とが協力して編集

にあたっている．

4．　各州地質調査所

　ドイツ連邦地質調査所が世界における後進国の技術援

助調査研究や，国際協力に基づく調査研究に主眼をおく

のに反し，各州地質調査所はそれぞれの州に直接関係の

ある地域地質研究，地質図幅調査研究，鉱床調査研究，

燃料地質調査研究，水資源調査研究などをそれぞれの地
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域的特性に呼応して，それぞれの専門家を擁して独自に

実施している．

　本項で，各州地質調査所の機構や構成人員の概略を紹

介し，あわせて地質図幅事業の一端にふれてみたい．な

お，二一ダーザクセン地質調査所については1972年の資

料にもとづくが，ほかの地質調査所にっいては1965年当

時の資料にもとづいているので，その点を御容赦いただ

きたい．

　4．1シュレズウイッヒーホルスタイン地質調査所

　　（GedO9量S曲esL徽面陥鵬重SC闘esw量9・麗・童S重一

　　e直聰）

所在地：23Kiel－wik，Mecklenburger　stL22／24

地質調査所は，測量・水理地質・基盤地質・鉱床地質

・土壌地質・地球化学・微古生物・製図・資料標本・管

理の各部門に分かれ，氷河堆積物に被覆された特殊な条

件による地質をあらゆる角度から解明しようと努力して

いる．すなわち，基盤岩類や水理地質，あるいは北海

（NordSee）やバルト海に面した海岸地質の問題は，重要

なものの一っである．測量技術者や製図技術者を比較的

多く擁して事業を行なっているのはシュレズウイッヒー

ホルスタイン地質調査所の一っの特色といえよう．

　所長，副所長以下研究者21人を含め66人の職員が勤務

している．

　4。2　ハンブルグ地質調査所（Ge魂og量sc恥es　L蹴轟

　　es我mt｝且a殖亙burg）

　所在地：2Hamburg13，0berstrasse88

　地質調査所の機構および業務内容を概観すると，工学

地質・地質図幅・ハンブルグの地盤地質計画図・エルベ

河流域の地質・土質力学および実験室・湿地帯地質・花

粉分析・資料・庶務の各部門にわかれ，ハンブルグ周辺

の都市的性格から生ずる工学地質，地盤地質，さらに近

傍の湿地帯環境から必然的に要請される湿地帯地質の研

究がさかんに行なわれているのは州地質調査所としての

存在を意義あらしめているものといえよう．

　所長以下研究者5人を含め15人の職員が勤務してい

る．

　機構および業務内容を概観すると，地球物理部・石油

部・土壌地質部・地質図幅研究部・鉱床部・水理地質部

・工学地質部およびブレーメン支所（Aussenstelle　Brem－

en，28Bremen，WerderstL101）によって運営されてい

る．二一ダーザクセン州地質調査所の業務は州の経済発

展に貢献するよう，すすめられているが，とくに地球物

理部や石油部は共同研究課題の範囲において，他の州の

経済発展にも大いに寄与している．

　地質図幅研究部においては，層序普通地質課・山岳地

質課・平野地質課・岩石学堆積学課・古生物学生層序学

課にわかれて，地質図幅作製業務がすすめられている．

地質図幅業務は地球物理学的研究と相侯って，水理地

質，土木地質，あるいは鉱床地質などの調査研究を推進

する重要な基本的業務となっている．なお平野地質研究

では試錐調査研究が併用されることが特色である．

　二一ダーザクセン州の北部には大小の湖沼や湿地帯が

広がっており，ここでも試錐による研究を併用して幾多

の研究成果をあげ，第四紀地質研究に大いに貢献してい

る．

　二一ダーザクセン州の南部の古生界や中生界の地域

は，かってプロイセン地質調査所（Preussische　Geologis－

che　Landesanstalt，Berlin）の調査研究により地質図幅

（2万5千分の1）が刊行されているが，第2次世界大

戦後これらのなかで地質表現の不適当な地域から，新し

い2万5千分の1の縮尺の地質図幅調査研究が開始され

ている．なお2万5千分の1地質図幅は430図幅中その

約50％に相当する210図幅がすでに完成している．この

ほかに2万5千分の1土壌地質図幅や20万分の1地質図

幅の編集が進められている．

　二一ダーザクセン州地質調査所の人員は総員370人で，

うち90人が科学者である．

　ここで簡単にプロイセン地質調査所にっいてふれてみ

るが，1873年に創立し，当時の商工務省（Minis・fUrH：＆一

ndel　u．Gewerbe）に所属し，実際には1841年以来地質調

査が行なわれており，10万分の1，20万分の1，50万分

の1，　100万分の1の地質総図が編集された．5万分の

1地質図幅も編集されたことがあるが，1866年に2万5

千分の1地質図幅に切換えられた．

　4．3　二一ダーザクセン地質調査所（園量e罷e館廊恥s蓋一

　　sc恥esL蹴魂esamば激B醐磯郵舘sc恥鵬9）

所在地；3Hannover－Buchholz，Alfred－Bentz－Haus

　二一ダーザクセン地質調査所は，B・£B・のあるA1丘ed－

Bentz－H：ausの中にあり，人事面，事務面でB・£B・と交

流が密であることは前にもふれた．

4．4ノールドラインーウェストファーレン地質調

　　査所（Geo恥g量sc甑es　L蹴認e訟m亡No姻曲e量睡

　　Wes撫且e取）

所在地：415Kre飼d，WestwaU124

　地質調査所の機構および業務内容を概観すると，総務

部・地質図幅部・基礎地質部・鉱床部・工学地質一水理
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地質部・土壌地質部に分かれて業務が運営されている．

　地質図幅部では，地域地質的性格が強く，アイフェル

地方課（Eifd），ベルギッシュセスランド地方課（Bergisc－

hes　Land），ザウアーランドおよびジーガーラン’ド地方課

（SauerlandundSiegerland），オストウェストファーレン’

地方課（Ostwest制en），二一ダーラインニッシェーブー

フト地方課（Niederrheinische　Bucht），ミュンスターラン

ドおよびネルドリッヘスーグレンツゲビート地方課（MU－

nsterland　und　n6rdliches　Grenzgebiet）に分かれて地質

図幅調査（1万5千分の1，10万分の1など）が進めら

れている．

　入員としては所長以下研究者75人を含め204人が活躍

している．

　4．5ヘッセン地質調査所（Hessis磁es］La寵esa・

　　m重蕉並r　Bod【en｛勧rscku聡9）

　所在地：62Wiesbaden，Lebe「be「99－11

　ヘッセン地質調査所では西ドイツ中央部の地質図幅お

よび水理地質の調査研究に主力がおかれている．機構と

しては管理系統の所長直属課のほかに第一部・第二部

（鉱床学，岩石学，地球化学）・第三部（水理地質学）・

第四部（工学地質）・第五部（土壌地質学）により業務

が運営されている．

　第一部では地域地質・古生物学・地球物理学を対象と

して調査研究が行なわれ，地域地質課では主として地質

図幅調査（2万5千分の1）が進められている．なお第

一部では，このほかに生層序学・古生物学課（天然記念

物の保護を含む），地球物理学課，編集・地図印刷課，地

形測量課，博物館が運営されている．

　人員は所長以下研究者40人を含め，総員136人であ

る．

　なお，ヘッセン地質調査所　（GrossherzogL　hessische

geologische　Landesanstalt）は1882年に創立され，長く

Darmstadtに位置した．地質調査はすでに1851年に開始

され，5万分の1地質図幅も編集されたが，途中で2万

5千分の1地質図幅に切換えられた．

4．6　ラインランドファルツ地質調査所（Geo恥g且s・

　　cぬesLa翻esamtR血ei血1蹴轟P蝕1z）

所在地：65Mainz，Flachsmarktstrasse　g

地質的には州の大部分がデボン紀層からなり，南部に

はザール炭田の東延である二畳系一石炭系が分布してい

る．人員としては所長以下研究者13人を含め31人の職員

が活躍している．

料

　4．7　ザールランド地質調査所（Geologisc甑es　La・

　　臓認es我mt　des　S我ε琶r且a聡dles）

　所在地；6601Ensheim／Saar，Flugha琵n

　ザールランド州の大部分を占めて二畳系一石炭系が発

達し，そこに賦存する石炭はきわめて豊富で，古くから

ザール炭田として開発されている．所長以下研究者5人

を含む10人の職員が，主として地域地質図幅調査研究に

従事している．

　4．8バーデンーヴュルテンベルグ地質調査所（GeoL

　　・9量SC恥esL蹴desamti鵡Bade蹴一W簸蹴em恥erg）

　所在地：78Freiburg　i　Brsg・Albert－Strasse5・

　地質調査所の機構を概観すると，管理部・地質図幅部

・鉱床部・水理地質一水資源供給部・基盤地質部・土壌

地質部およびシュトユットガルト支所（Stuttgart　Zwei9－

ste11e），によって，地質調査研究業務が進められている．

　地質図幅部では各地域対象別に課が運営されており，

所長直属の古生物課・岩石課・総合地質図編纂課が所属

している．

　地質図幅部では主として2万5千分の1地質図幅およ

び説明書が公刊され，1965年までに州の56％に相当す

る123図幅が完成している．このほかにも5万分の1，

10万分の1，20万分の1，60万分の1，100万分の1地

質図幅が出版され，20万分の1地質図幅をのぞいて説明

書も公刊されている．

　所長以下研究者50人を含む総員87人の職員が活躍して

いる．

　なお，バーデンーヴュルテンベルグ地質調査所の前身

は，バーデン地質調査所（Grossherzo91badische　geolo9・

Landesanstalt）とヴュルテンベルグ統計局地質課（Geol－

og．Abtellung　des　kgL　WUrttemburgisches　statistisches

Landesamtes）である．前者は1889年Heidelbergに設立

され，内務省（Ministerium　des　Inneren）に所属し，そ

こではすでに5万分の1，2万5千分の1地質図幅や10

万分の1地質総図の調査研究が開始されていた．後者は

1857年Stuttgartに設立され，大蔵省（Finanzministerium）

に所属し，そこではすでに1865年から1892年にかけて5

万分の1地質図幅が公刊され，その後2万5千分の1地

質図幅に切換えられた．

4．9バイエルン地質調査所（Bayeris幽es　Geolo・

　giSC臨esLandesamt〉

所在地：8MUnchen22，Prinzregenten－Strasse28，

バイエルン地質調査所は，管理部，地質図幅部，岩石

・鉱物・鉱床・地球物理部，水資源・石油・天然ガス
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部，土壌地質部，工学地質・構造地質部に分かれて地質

研究業務が運営されている．

　地質図幅部では主として2万5千分の1，5万分の1，

10万分の1の縮尺によって，地質図幅調査研究が進めら

れている．2万5千分の1地質図幅はすべて説明書付で

刊行され，1955年以来57図幅がすでに出版されている

が，バイエルン州の10分の1が完成されたにすぎない．

5万分の1地質図幅は1953年以来2図幅，10万分の1地

質図幅は1951年以来5図幅完成しているのみである．バ

イエルン州ではこれらの地質図幅のほかに，1957年出版

の80万分の1地質図幅と，1964年出版の50万分の1地質

図幅および説明書がある，

　所長以下研究者27人を含む，総員88人の職員が活躍し

ている．

　なお，バイエルン地質調査所の前身はバイエルン鉱山

監督署地質課（Geognostische　Abteilung　des　kgL　bayer・

Oberbergamtes）でMUnchenに位置し，1869年に設立

されたが，その前身はすでに1849年から地質調査を行な

っていた．地質図幅は10万分の1の縮尺により調査研究

が行なわれていた．
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　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

7．アメリ力合衆国地質調査所

一機構と地質図の紹介一

小野　　晃司

　アメリカ合衆国地質調査所（U・S・Geological　Survey，

以下USGSあるいは単にG　Sと略する）の機構と，そ

れが出版している地質図について簡単に紹介する注2）．

以下の内容は1965－66年に筆者がUSGSに滞在した間

の見聞と，その後の友人との通信・会話，末尾にあげる

印刷物などを参考にして書いたもので，事実の誤りや意

見に関する部分の責任はもちろん筆者にある。

亘》ep我r鋤e醜0航ke亙皿teri・r

　USGSは合衆国連邦政府のDepartment　ofthe　Interi一

・rに属し，同省内では最大の科学的機構である．

注2）一般的な紹介は・林昇一郎（1965）：米国地質調査所の概要とそ

　の長期計画，地質ニュース，no．125，p．46－55を参照されたv・．

Department　ofthe　Interiorは目本では内務省注3）と訳

されている．USGS発行のパンフレット中の文を借り

ると，rDepartment・fthe　Interi・rは天然資源を扱う省

であり，自然保護についての国の主な機関として，水・

魚・野生動物・鉱物・土地・公園・リクリェーション資

源に関する基本的責任をもつ．他の大きな仕事はインデ

ィアンおよび州外統治領の問題である．すべての資源の

管理に際して，もっともよい道を選ぶためにこの省は行

動する……」とある．

　省内の機構図（第10図）によると，G　Sは鉱山局など

とともに鉱物資源の部門に属している．しかし，その鉱

注3）　日本に戦前あった内務省は国家警察・地方団体統轄の省であ

　り，本文に述べるようなDepartment　ofthe　Interiorの訳語と

　しては“内務省”は適当ではない．
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　　　第10図　DepartmentoftheInteriorの機構図（1965年）．

Workingwith　the　Geological　Survey（1962）をもとに改変，簡略化した

　　　　　　　＊局：Bureauの訳　＊＊室＝OHiceの訳

Earth　Reso血rces　observation
Systems　　（EROS）　Progra皿
俵気圏内外飛行による）地球資源

　謙システ：ム、（E孕g5）プログラム、
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　　所長室
Director
ASSOσia七e　Director
Assis　tant　Directors
Chief　Geographer
工nformation　O£ficer

Public　工nquiries
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Administrati▽e
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管理総部

Co憩puter　Center
　エ　ユ　まのた

計算センター
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　エ　ユ　まの　

出版総部

Project
Offices
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Off⊥ceS

Regional
Offices

Field
Offices

Regiona工
Offices

Field
Offices

Regional
Offices

　第11図　USGSの機構図（1970年）．

Geological　Survey　Mαnua1（1972）による，

物資源部門が自然保護・管理の省に属し，戸外レクリエ

ーション局・国立公園局や釣と野生動物局などをかかえ

る公共土地管理や魚・野生動物の部門などと並列にある

ということは，GSの性格にとって大きな意味をもって

いる。

　これは，土地を自然物の一部として，人間をとりまく

環境の」部としてとらえる思想のあらわれとみてもよい

だろう．少なくとも，工業のために，自然から地下資源

を一方的に奪うような“開発”の姿勢をとることは，そ

こではできないはずである。

USGSの機構

USGSの機構を第11図に示す．人員は1965年頃約

8，800，現在は大略10，000といわれる．USGSのうち，
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　第12図　地質総部の機構図（1971年）．

Geological　Survey　Manual（1972）による．

目本の地質調査所にほぼ相当する組織は地質総部注4）で

あり，その他に，測地・水資源・資源保全・出版・管理

・計算センターの各総部がある．地質総部の人員は1965

年頃約1・000人であった．管理・出版の部門は別にある

ので，地質総部中での研究員の比率はかなり高いものと

思われる．

　測地総部は合衆国の地形図作成の任を負う．水資源総

部は地表・地下水の産状，量，質，分布，動きなど，陸

水のすぺてを一元的に扱う．大陸内では乾燥地域が広い

面積を占めるので，水資源部門の役割は日本にくらべて

はるかに大きく，そのために各地に配置されている人員

数も多い．しかし，もっと重要なことは，日本では河川

管理・農業用水・電力用水・温泉水などの管理がいくつ

もの省に分けられているのにくらべて，それらが一元的

機構にまとめられていることである．資源保全総部で

は，連邦の土地を鉱物・水力・水貯留などについて評価

し，そこで行なわれる石油・ガス・鉱山事業などを監督

する．

　こうしてUSGSは，資源保全・地質・測地・水資源

注委）Divisionの訳．GSと同格のBureauは一般に局（第1図）と

　訳されており7　またDivisionの下のSubdivision，Branchは
　日本の部課にほぽ当たる（第3図）ので，使いな酒ない言葉だが
　仮に‘‘総部”とした．

の4総部で，地表・地下の（沿岸・陸棚地域まで含む）

土地に関するすべての情報を集中し，かっ責任を負う，

研究および管理の機構であり，また現在も，政府内でさ

らにその方向での機能の集中化が行なわれつつあるらし

い．しかし，同時にこのことは，G　Sの活動を海上では

陸棚地域までに制限することとなっているらしい，

地質総部
地質総部の1971年6月現在の機構図を第12図に示す・

手もとにある1964年の機構図とくらべてみると，4部制

であることには変わりないのだが，1964年には総部直属

の別格の組織だった海洋地質が部の位置を占め，地域地

質部と工学地質部とは合併して環境地質部となり，その

際に地域地質部の地域別の課は，より広域を単位とする

ように整理統合されている．現在総部直属の機構である

地震研究センターと地震・地殻研究室とは，米国の地震

予知計画とともに，実験地学部（現在の地球化学地球物

理部）に属していた課を母体に発展したものである。地

質総部ではなく所長直属の機構であるが，EROSプログ

ラム（第11図〉は，資源衛星ERTSなど大気圏内外飛

行による資源観察システムのデータセンターの役割を

USGSが獲得したことを示している．このように外部情
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勢に敏感に反応して変形をしているのだが，以上のいく

つかの例は，当然のことながら，機構の単純増がむずか

しいことを示しているようだ．

　Dep＆rtment　ofthe　Interior全体が，近い将来に，政

府の他の機関も含めた新しい天然資源の省として再編成

される可能性がある．そのときは，USGSも内部のみで

はなく，‘‘開いた系”の中で再編成されるであろうし，

Geological　Surveyという名前が保存されるかどうかも

わからないとのことである．

運営・予算など

　機構図は第12図のとおりだが，実際の研究員は首都の

ワシントンD．C，，コロラド州Denver，カリフォルニア

州Menlo　Park（San　Franciscoの近郊）の3研究センタ

ーと，その他10数カ所のo鐙ceに配置されている．上層

管理部門はワシントンD。C．の本部に集中しているが，

課長は各研究センターの自分の研究の本拠に分散してい

る．3つの研究センターと機構上の部課制とは直接関係

がなく，地域別の課はその地域のセンターに集中してい

るが，地域に関係のない課では，各センターに課員が適

当に配置されている．課長になっても，そのためにワシ

ントンD・C・の本部に移動することはないらしく，結果

として課長が各センターに分散していることになってい

るのであろう．DenverとMenlo　Parkのセンターの運

営にはそれぞれのセンターのCommitteeが当たり，そ

のChairmanは地質総部の部長格である、その他地震研

究センターはMenlo　Park，天体地学のセンターはアリ

ゾナ州の：Flagsta理EROSのセンターは南ダコタ州の

Sioux　Fallsなどと，目的に応じて重要な機能が地方に

分散されている．

　ワシントンD・C・のセンターは30以上の建物一そのう

ちのかなりのものは狭く，老朽化している一に分散して

料

いて大変不便であったが，永年の懸案であったその集中

化が実現しようとしている，ワシントンD・C・の西30km

のヴァージニア州Restonに新しい建物が建設され，移

転は1973年7月から開始されるとのことである．

　機構をいかに整備しようとも，それだけでUSGSが現

在あげているようなすぐれた仕事を出しつづけているわ

けにはゆかないことはもちろんである．組織の内部が老

化しないための努力・手段はいろいろあるだろうが，筆

者にとってとくに印象的であったことは，管理的地位を

年功から切離し，適任者を経歴にかかわらずに登用し，

またそれは研究者にとっては一定期間の“職務”であっ

て，終れば前の仕事に戻るという人事であった．もちろ

んそれが当然の社会の中でのことではあるが，一旦管理

的職務につくと，それからは一方的に上るか，横へ外れ

る道しか許されないという常識にくらべて，管理職と通

常の研究員との回転が保証されることは，組織の精神年

令を若く，柔軟に保つために絶大な効果があるように思

われる．このようにして，外部情勢には適合あるいは先

行しつつ，自らの研究の主体性は確保するというUSGS

の姿勢と実績が保たれているのであろう。

　参考のため，USGSの年度予算の概数と，地質鉱物資

源調査（地質総部）の予算源内訳を第2・3表にかかげ

る．USGSの予算規模（人件費を含む）は1972－1974年

で，各年度＄150，000，000－180，000，000位であり，ほぼ

500億円／年に相当する．地質総部では，年により変動し

ているが，金額にして翅から％の仕事がUSGS以外の

機関の予算によってまかなわれている。

地質図類
USGS発行の地質図類には，各種小縮尺図と，その後

第3表　1972年度地質鉱物資源調査の予算源内訳

第2表　1973財政年度のUSGS予算＊（概数）

測　　地

地質鉱物資源

探鉱助成ローン

水資源
土地鉱物保全

資源環境特研

アラスカパイプライン

EROS
管理・施設・雑

＄35，000，000

43フ000，000

　　300，000

40，100，000

14，300，000

　3，800フOOO

　1，300，000

10ジ800，000

　2ク800フ000

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄15L200，000

＊Gcotimes，Aug。，1972，p，24による、内訳金額は10万＄の桁にま

るめてあるので，合計とあわない．

（USGS）直接

州・郡など自治体

サウジアラビヤ王国

連邦政府外の雑

開拓局
国防省
住宅・都市開発省

国際開発庁

原子力委（AEC）

航空宇宙局（NASA）

科学財団（NSF）

連邦政府内雑

（G　S外予算計）

32，600，000

1，300ン000

2，100，000

　　15》000

　200フ00G
2，700，000

　200，000
1，800，000

1，900，000

550007000

1ラ600，000

　　70ラ000

（16，900，000）

合　計 49ン50Q，QQQ
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にあげるようないくっかのシリーズとがある．

1）小縮尺図

全米規模の図面には，筆者の知るもので，下記のもの

がある．

Geologic　map　of　North　America，1／5，000ンOoO，by

　the　North　American　Geologic　Map　Committee，

　Chairman　E．N．Goddard，（1965），2枚組，＄5・

Tectonic　map　of　North　America，1／5りOoo，000＊ラ

　compiled　by．P・B・King・（1969），2枚組＄5・

　Geologic　map　of　the　United　States，1／2，500，000＊＊，

　compiled　by　G．W．Stose．（1932，reprint1960），

　4枚組，＄6。
　Tectonic　map　of　the　United　States＃，1／2，500，bOO，

　by　USGS　and　AAPG　Committee，Chairman

　G．V。Cohee．（1962〉，2枚組，＄4、50・

　Basement　rock　map　of　the　United　States＃，1／

　2，500ラ000ンcompiled　by　R．W。Bayley　and　W．R，

　Muelberger．（1968），2枚組，＄3・

　oil　and　gas　fields　oftheunited　states＃ラ1／2，500，000，

　by　S。D。Vlissides　and　B。A．Qμirin。（1964），

　　2枚組，＄2、

　Bouguergravityanomalymap　oftheUnited　States＃，

　1／2，500ラooo，10mgal　contour，by　AGU　special

　Committee，Chairman　G．P。Woolard．（1964），

　　2枚組，75c。

　＊Professional　Paper628，The　tectonics　ofNorth　America－

　　A　discussion　to　accompany　the　Tectonic　map　of　North

　　America，scale　I：5，000，000．（1969）by　P。B．King，95p．

　　が別に出版されている．
　＊＊1972年現在新しい編図が進行中．

　＃Alask訊とHawai玉を除く。

　州単位の地質図は，州の機関が独自に作成するか，

USGSがそれに協力する．縮尺1／500，000のものが多V’

が，1／250，000が今後ふえるだろう。

2）F磁・s・髄恥eGeo量・9量cAt且盆s

　　且（1894』）一22且（且927）一227（且945）

USGSの創立当初から作られ，1930年以前のものが大

部分．記載テキスト，地形図，地質図，応用地質図，地

下構造（断面図），写真プレートなどが一冊にまとめられ

た大判の立派な図集で，古典的価値がある。すべて絶版

のため，現在入手不能．

3）Ge・亙・9量cQ舩曲繍9亘eM贈s

　　Gq－1（且949）一1037（1972）

主に1／62，500と1／24，000の2種類だが，最近は

1／24，000が多い．そのほかに，初期には1／31，680など

が少数ある。

縮尺の不統一は米国の地形図作成が非先進国なみにい

ちじるしくおくれていた事情による．全米をカバーする

もっとも大縮尺の地形図は，現在なお1／250，000である．

大縮尺図は1／62，500（緯度・経度とも151）と1／24，000

（緯度・経度とも7％’）であるが，現在は1／24，000を標

準として地形図の作成が進行中で，’72年度にアラスカ

を除く全米の約52％に達した、アラスカは1／63，360（1

mile＝hnch）で79％が刊行されている．

地質図幅（Gqシリーズ）が縮尺不統一で，地域的分

類もなく，単純な連続番号で発行されたのは，発行開始

当時は地形図さえも揃っていない状態で前途があまりに

遠かったためであるかもしれない．しかし，その後GQ

の作成は軌道にのったようにみえ，’72年末現在で総計

1，000を突破して全土の約23％をカバーし，年間では約

60（全体の1％以下！）が新たに加えられている．

　GQのスタイルは厚紙の袋入りで，図面・凡例とその

わきに通例簡単な記載がつけられている。しかし，なか

には15頁のテキストが添えられている例もあり，Gqと

しての最低限の要求を満たしていれば，それ以上に書く

ことについてはかなりの自由度があるように見える．

　なおGQシリーズ以外に，下記の例のように，Pro琵s－

si・n＆IPaPerやBulletinが図幅単位の地質を扱V・，報

文の付図がquadrangleである場合がかなりある．

Profヒssional　Paper609，Geology　of　the　Tepee（〕reek

　quadrangle，Montana－Wyoming。1969。

Profbssional　Paper470。Geology　and　tungsten　miner一

　＆lization　of　the　Bishop　district，Califbrnia、1965・

Bulletin　IO63－L　Geology　of　the　Cascade　Springs

　quadrangle，Fall　River　County，South　Dakota。1967．

なかにはPro免ssionalPaper470のように，かなり広い

地域を扱った報告であるが，地質図を大きい1枚とせず

に3．5枚のquadrangleに分割した例もある．またウラ

ン鉱床地域，鉛・亜鉛鉱床地域など特定の対象の研究プ

ロジェクトの成果が，一連の図幅単位のBulletin（たと

えばBulletin1063）として出される場合もある．したが

ってqu＆drangle単位の地質図を作成しているのは地域

地質部（いまの環境地質部）所属のメンバーに限らず，

鉱物資源部・地球化学地球物理部や，さらに地質総部以

外にわたっている，GQシリーズが作成順の一連番号を

つけられていることは前述したが，Pro琵ssional　Paperや

Bulletinに付属するquadrangle単位の地質図はGqシ

リーズに入らず，現在のところ地質図索引図もないので

大変不便である．
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　プロジェクトの設定時に，成果がGqのみであるか，0

他の報文を含むか，あるいはその形式まで，どの程度き

まっているのか私は知らない．最近は“Geology　of…・・

quadrangle”というBulletinやPro驚ssional　Paperが少

ないことからみると，地質図以外の研究内容は別の報文

にすることが多いのかもしれない．

4）醗sce臨蹴e⑰聰sGe・璽・9量c亙聡ves重量9麗員・鵬M贈s

　　亘一且（欝55）一79且（亙972）

　名のとうりmiscellane・usで内容は多様にわたる．日

本語で“雑”や‘‘その他”は一般によい語感として迎え

られないが，misce肱neousは既成の分類にはまらない

ものをむりに形式をそろえないで，ものの価値をそのま

まに認めるための分類の智恵である．具体例をいくつか

あげるが，すぐれた内容のものが含まれている．

o広域図：たとえば

1－57L　Geologic　map　oftheJemez　MountainsラNew

　　　Mexico．1970。

これは著者R・L　SMITHたちの40人・年以上にわたる

Vallesカルデラ研究の成果を入れた広域地質図．

1－531－536．Transcontinental　geophysical　survey（35。

　　　　一3goN），scale1：1，000，000，1968．

　太平洋岸沖合から大西洋岸沖合まで，35。一39QNの緯

度4。の幅で米大陸を横断して，1／1，000，000の縮尺で

A．磁気，B．重力，C．地質，D．地震波速度断面の

4種を組にした図集．USGSのUMPの成果である．

o月面地質図幅：LAC－000など1シリーズのなかでま

た別のシリーズ番号がつけられている．

01／250，000地質図：同縮尺の地形図を基図とする経度

2。（アラスカでは3。），緯度1。の図面．カリフォルニ

ア州の鉱山地質局が同州内の図面を完成したが，地質を

概観するために便利で好評であった．大縮尺図幅の急激

な増産も困難なので，それを補うためもあって，USGS

でもこの種の図を作る計画が強化された．現在1シリー

ズに入っているが，増加すれば月面図のように独自のシ

リーズになるかもしれない．

5）　0盟箆聡岨G題s亘麗ves誠ga重量o蹴s腋a聖s

　　亙（1943）一〇M一且10（亘95且）一2亙0（且96且〉

　CO題且亙簸ves髄9我髄⑪舩s　Ma聖S

　　C一亙（亙950）一夷9（五96亙）

　0蓋亙躁戯Gas臨ves重置9麟・踊s騒蹴s

　　且（且9鶴）一〇c40（且950）一6農（且969）

料

6）M量鵬㈱賊脚e醐9魏量o鵬欺eso鰹ceM聯s
　　腋R一且（且952）一57（且97且）

　M諭e盟服聰ves重量9就量o薦F量e騒s翻戯esM聯s

　　MF一且（且950）一79i（且972）

Field　Studies　Mapsは発行部数が少なく，mail　listに

よる自動配布は行なわない．図面として完成度の低いも

のであっても，未公刊のまま埋もれさせないための考慮

もあるのかもしれない．

7）Ge・麟ys量ea盟皿ves誠ga伽鵬Maps

　　亘（置9盛6）一GP－7（亘950）一835（且972）

　大部分は1／24，000の空中磁気図であるが，その他に，

より小縮尺の空中磁気図，重力図，空中自然ガンマ放射

能図などがふくまれる．

8）Hy姻欝o旦og恥亙鞭ves醸ga髄o舩5A調as

　　蛋畳A一亘（且954）一412（且969）

　以上のような各種地質図と地形図などの地図類，Pro一

琵ssional　PaPerやBulletinなどの報告書類の月間出版

物はラまとめて“PublicationsoftheGeologicalSu「vey”

という月刊のパンフレット（10－20P。）によって報ぜら

れる．地図類はUSGSの出版総部（第1図）で直接印

刷され，Bulletinなど本（book）型の印刷物は政府印刷

局（GovemmentPrintingO伍ce，GPO）で印刷されるた

めに両者の注文先が違うのだが，パンフレットの初頁に

は注文の仕方が詳しく書かれている。本型の出版物の値

段は大変安く，色刷の地質図はそれよりはやや高い感じ

であるが，それでもGQシリーズが1部＄1である．面

白いことに本では同種類を100部以上注文すると25％，

地図類では金額の総計が＄300以上のとき30％の値引き

をしている．新しいシリーズが発刊されれば，それにつ

いて裏頁に詳しい広告をのせるなど，ふつうの出版社の

パンフレットと同じようで，“売る”姿勢がはっきりし

ている．また国立公園のv孟sitor　center，hotelなどに

は，その地域の地質にっいての報告書，地図類がおかれ

て売られている．Mt．R．ainierやYellowstone国立公園

などのようにPro免ssional：Paper，Bulletinなどの研究報

文のほかに，一般向きの読みものとしての“geologic

story”がBu11etinとして別に用意されている．さらに

Pro免ssionalPaper505注5）のように，ボーイスカウトの

指導者の訓練場として有名なニューメキシコ州のPhil－

mont牧場地域を例として，やさしく地質学を解説した

ものが出版されている．総じて“売る”ことへの姿勢，

注5）Professional　Paper505．Philmont　Country，the　rocks　and

　landscape　of＆famous　New　Mexico　ranch．1964，152p．
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より一般的にいえば，外の社会へ働きかける姿勢が明ら

かであり，またそのことがそのまま実績として評価され

る社会なのであろう．

参考文献

　参考にしたUSGSの印刷物のうち，主なものは下記

のとおりである．このうちPro琵ssional　Paperを除いて

は，＃にマークされたものはmail　listによる配布物，＊

はP：R用のパンフレット，＊＊はUSGSの所内資料であっ

て，ふつうの学術文献配布の経路にはのっていない．内

容に関心のある方は筆者に直接連絡されたい．

　Profヒssional　Paper800－A。・Geological　Survey　Re－

　search1972ラChapter　Aシ（1972）320p．

＃New　Publications　of　the　Geological　Survey（月刊）・

＊Long　Range　Plan（1964）75P．

＊U，S，Geological　Survey　National　Center，：Reston，

　Virginia（1972）25p。

＊＊Working　with　the　Geological　Survey（1962？）25p。

＊＊Geological　Survey　Manual（1972）51p．

＊＊Department　of　the　Interior　and　telated　agencies

　apPropriations錠）r　fiscal　year　1973　（1972）P．577－

　615．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

あとがき

　近年きわめて多岐にわたる各種の地質図や関連図が国外で出版されている実情にかんがみ，地質図類の紹

介および出版先の研究所の組織・体制を中心テーマに選び，第107回所内研究発表会が開催された．

　研究発表会の講演要旨は通常刷りあがり1ぺ一ジ程度であるが，可能な限り詳しい紹介を書いていただく

ため，あえてぺ一ジ制限を行なわなかった．なお，この資料には掲載できなかったが，沢村孝之助による

「地質調査所以外で刊行の国内地質図・関連図」，および青柳信義・稲村行雄による「地質図類の出版・装

丁にっいて」の講演が行なわれたことを付記しておく．　　　　　　（昭和卿年度研究発表会運営委員会）
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